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平成16年４月、旧浜岡町と旧御
前崎町の合併により御前崎市

が誕生し、来年10周年を迎えます。
市民の皆さんのご協力により、市民
と行政が一体となった大変良い、合
併によるまちづくりができたと感じ
ています。

この10年間で、時代背景や市民
ニーズの変化により新たな行

政需要が生まれてきました。

その一つが耕作放棄地問題です。
市では沿岸部を中心に耕作放

棄地が広がり、これを食い止めるこ
とが課題となっています。こうした
耕作放棄地をなくそうという目的で、
国道 150 号沿いの旧静岡県農業試
験場の跡地に、平成 26年４月開設
予定の農業振興拠点施設を建設して
います。

この農業振興拠点施設は、農産
物の直売所や加工施設、実証

圃場、先端農業ハウス、展示温室な
どに加え、農業体験が可能な市民農
園や、「道の駅」も兼ね備えた施設
です。ここでは、これから農業を始
める人たちへ栽培方法を教えるとと
もに、周辺の農家で栽培された野菜
を販売することなどにより、耕作面
積を拡大し、耕作放棄地の解消を目
指していくものであります。

もう一つの需要としては、御前
埼灯台下周辺の再整備があり

ます。市のシンボルでもある御前埼
灯台の周辺は、大型のホテルが撤退

した後、閑散とし、かつて観光で賑
わっていた頃とは随分変わってしま
いました。このようなことから、御
前埼灯台周辺の遊歩道や駐車場を市
が整備し、併せて（一社）御前崎ス
マイルプロジェクトが（公財）日本
財団の助成を受けて「渚の交番」を
建設することとなりました。

渚の交番 ｣ は、（一社）御前崎
スマイルプロジェクトが展開

する海岸や地域のパトロール、マリ
ンスポーツを通じた青少年の健全育
成、海辺の環境保護活動、観光客に
対する御前崎の魅力発信の拠点とな
る場所です。

農業振興拠点施設と御前埼灯台
下周辺の整備は、市制施行 10

周年記念事業と絡めながら実施して
いく予定でいます。

一方、当市の基幹産業である農
業が元気であれば地域がもっ

と元気になるのですが、原油の高騰
や価格の低迷などにより、経営の厳
しい状況が続いています。このよう
な中、静岡県では、全国や海外に誇
りうる価値や特長を備えた県内の商
品を認定する「しずおか食セレクシ
ョン」を実施しており、昨年度「御
前崎つゆひかり」「遠州夢咲牛」「御
前崎生かつお」が認定されました。

御前崎つゆひかり」は、早生品
種のお茶で、平成15年度から

市の補助金などにより、御前崎市茶
業振興協議会が中心となり普及促進

を図りました。

遠州夢咲牛」は、内閣総理大臣
賞や３年連続で農林水産大臣

賞を受賞したことがある、黒毛和種
の和牛です。生産方法の改良により、
程よく霜降りになった肉は、食べた
瞬間口の中でとろけるくらい柔らか
く、大変おいしいお肉です。

御前崎生かつお」は、近海で一
本釣りし、御前崎港に水揚げ

される生のカツオのことです。市内
でのカツオの食べ方は「たたき」な
ど様々でありますが、主に新鮮なま
まの刺身で食べられています。

来年度は市制施行10周年の節目
の年です。今までの10年間を

振り返るとともに、今後に向け、市
民は住んで良かったと思い、他地域
からは御前崎市に住んでみたいと思
えるようなビジョンを掲げ、まちづ
くりに邁進していきたいと思います。

今後、様々な「市制施行10周年
記念事業」を実施します。私も

積極的にトップセールスを展開して
市の魅力を売り込みますので、皆さ
まも「海と緑と笑顔がきらり輝く」
御前崎市へぜひお越しください。（談）

農業振興拠点施設
（完成予想図）

御前埼灯台

御前崎生かつお御前崎つゆひかり

石
いし は ら

原 茂
し げ

雄
お

 市長
静岡県御前崎市
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小
さ
な「
全
国
唯
一
の
飛
び
地
の
村
」の

ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
づ
く
り

和歌山県北
きたやまむら

山村は全国唯一の「飛び地の村」。
また、人口479人（平成25年6月1日現在）で
全国で最も小さな村のひとつである。

　

紀
伊
半
島
の
南
部
に
位
置
す
る
北
山
村

は
南
は
三
重
県
、
北
は
奈
良
県
に
接
す
る

東
西
約
20
㎞
、
南
北
約
8
㎞
の
小
さ
な
村

で
面
積
の
約
98
%
が
森
林
で
あ
る
。

　

同
村
は
和
歌
山
県
で
あ
り
な
が
ら
、
和

歌
山
県
内
の
ど
の
市
町
村
と
も
隣
接
し
な

い
全
国
唯
一
の
「
飛
び
地
の
村
」
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
良
質
の
杉
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地

域
は
、
約
6
0
0
年
前
の
室
町
時
代
か
ら

林
業
と
、
切
り
出
さ
れ
た
木
材
を
筏
に
組

ん
で
熊
野
川
を
下
り
、
集
散
地
の
新
宮
ま

で
運
ぶ
〝
筏い

か
だ
し師

の
村
〞
と
し
て
も
よ
く
知

ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
に
入
り
、
電
源

開
発
に
伴
う
ダ
ム
建
設
や
道
路
整
備
に
よ

る
木
材
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
転
換
、
輸

入
材
増
加
な
ど
に
よ
り
、
林
業
を
中
心
と

村
づ
く
り
の
基
本
理
念
の
４
つ
の
柱

す
る
住
民
の
生
活
基
盤
は
崩
れ
、
同
時
に

村
の
人
口
も
減
少
し
て
い
き
、
全
国
で
最

も
小
さ
な
村
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
村
は
、
新
た
な
産
業
政

策
に
よ
る
村
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
な

っ
た
。

■北山村情報■
【人口】479人（平成25年6月1日現在）
【面積】48.21平方キロメートル
【発電所データ】電源開発(株)七色発電所
　　　　　　　（ダム水路式：出力8万2千kW）
【本特集問合せ先】北山村 総務課  ☎0735-49-2331
【URL】www.vill.kitayama.wakayama.jp

【写真】
北山村の「夏の風物詩」観光筏下り
北山村特産の「じゃばら」
おくとろ温泉内のコンビニで販売
の各種じゃばら商品
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伝
統
技
術
の
復
活
・
継
承
と

観
光
事
業
の
融
合
と
し
て
の
観
光
筏
下
り

　
「
北
山
村
の
夏
の
風
物
詩
」
と
い
わ
れ

る
観
光
筏
下
り
。
観
光
客
は
全
長
約
30
ｍ

に
お
よ
ぶ
筏
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身

に
つ
け
て
乗
り
込
み
、
両
脇
の
手
摺
り
を

掴
ん
で
、
筏
師
に
よ
る
櫂か

い

さ
ば
き
を
頼
り

に
、
激
流
の
中
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
岩

の
間
を
く
ぐ
り
抜
け
て
い
く
。
美
し
い
大

自
然
と
ス
リ
ル
を
同
時
体
験
で
き
る
と
あ

っ
て
、「
北
山
村
観
光
の
目
玉
」
と
し
て

人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
筏
流
し
は
北
山
村
に

約
6
0
0
年
に
わ
た
っ
て
伝
わ
る
伝
統
技

術
だ
。
そ
の
伝
統
技
術
を
観
光
事
業
と
し

て
今
に
復
活
さ
せ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
道
の
り
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

久く
ぼ
お
か
ひ
ろ
し

保
岡
博
さ
ん
（
80
歳
）
は
中
学
校
卒

業
後
、筏
師
と
し
て
10
年
間
仕
事
を
し
た
。

杉
や
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
約
3
0
0
本
を
、
長

さ
50
ｍ
の
筏
に
組
ん
で
新
宮
ま
で
運
ん
で

い
た
。

　

当
時
は
、
戦
後
の
復
興
期
で
材
木
の
需

要
が
高
か
っ
た
う
え
、
当
時
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
給
料
の
4
倍
ほ
ど
の
日
当
が
入
っ

た
。
そ
の
た
め
、
村
の
若
者
に
と
っ
て
、

筏
師
は
憧
れ
の
仕
事
で
あ
っ
た
。そ
の
後
、

当
時
の
村
長
に
誘
わ
れ
、
昭
和
38
年
、
31

歳
の
時
に
北
山
村
役
場
に
入
り
、
平
成
7

年
に
助
役
を
最
後
に
退
職
す
る
ま
で
村
づ

く
り
に
か
か
わ
っ
た
。

　

そ
ん
な
久
保
岡
さ
ん
が
観
光
筏
事
業
に

か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
産
業
課
長

時
代
の
昭
和
52
年
。
村
長
に
村
の
産
業
振

興
計
画
策
定
を
指
示
さ
れ
、
あ
れ
こ
れ
悩

ん
だ
挙
句
、
久
保
岡
さ
ん
自
身
が
3
代
目

筏
師
だ
っ
た
こ
と
で
思
い
た
っ
た
。

　
「
筏
師
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、
北
山

村
に
伝
わ
っ
て
き
た
伝
統
を
何
と
か
で
き

な
い
か
と
い
う
村
長
の
熱
い
想
い
も
あ
り
、

観
光
筏
下
り
の

事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

し
か
し
、
そ

の
取
り
組
み
は

な
か
な
か
思
う

よ
う
に
進
ま
な

か
っ
た
。
最
初

の
難
関
は
「
筏

に
観
光
客
を
乗

せ
る
の
は
危

険
」
と
い
う
国

の
中
止
勧
告
。

久
保
岡
さ
ん
は
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
当
時
の
和
歌
山
県
知
事
を
巻
き
込
み
、

観
光
筏
を
「
小
型
船
舶
」
と
す
る
筏
の
設

計
、
ダ
ム
放
水
量
に
関
す
る
関
係
者
と
の

調
整
な
ど
、
様
々
な
調
整
を
行
っ
た
。

　

そ
ん
な
久
保
岡
さ
ん
た
ち
の
努
力
が
実

っ
て
、
観
光
筏
運
航
の
承
認
手
続
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
み
、
昭
和
54
年
に
村
直
営
の
観

光
事
業
と
し
て
筏
下
り
が
復
活
し
た
。

　

観
光
筏
下
り
運
航
開
始
当
初
は
60
名
ほ

ど
い
た
元
筏
師
が
運
航
を
担
っ
て
、
順
調

さ
れ
て
い
る
。

　
「
人
口
が
多
い
・
少
な
い
は
問
題
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
大
事
な
の
は
自
分
た
ち
の

置
か
れ
た
環
境
・
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、

　

そ
の
基
本
理
念
と
な

っ
た
の
は
、「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
自
然
環

境
と
の
調
和
」、「
地
域

住
民
参
画
型
自
治
の
推

進
」、「
ハ
ー
ド
事
業
を

支
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
」、「
教
育
環
境
の
充

実
と
子
育
て
支
援
」
と

い
う
４
つ
の
柱
だ
。
こ

れ
ら
の
柱
は
、村
が「
北

山
村
株
式
会
社
」
と
し

て
行
う
観
光
事
業
や
特

産
品
開
発
事
業
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
昔
な
が

ら
の
筏
流
し
を
観
光
筏

下
り
と
し
て
復
活
、
森

林
資
源
を
活
用
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に

よ
る
温
浴
施
設
を
整

備
、
村
の
特
産
品
で
あ

る
「
じ
ゃ
ば
ら
」
の
加
工
販
売
な
ど
だ
。

こ
れ
ら
は
「
株
式
会
社
」
と
い
う
『
民
』

の
発
想
で
、
村
の
直
営
事
業
と
し
て
推
進

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
地
域
住
民
が
夢
と

希
望
を
持
ち
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
が
で
き
る
か
を
行
政
が
し
っ
か
り
と
考

え
、
実
行
す
る
こ
と
で
す
」

　

北
山
村
長
の
奥お

く
だ
み
つ
ぐ

田
貢
さ
ん
は
語
る
。

（左）じゃばら調味料セット
（右）北山村内の村営じゃばら園

観光筏下りの全景

筏師の櫂さばき

北山村長  奥田  貢 さん

久保岡  博 さん
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地
域
資
源
活
用
の
観
光
拠
点

〜
お
く
と
ろ
公
園

に
事
業
が
進
む
。
と
こ
ろ
が
、
筏
師
の
高

齢
化
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。

　

そ
こ
で
始
め
た
の
が
「
観
光
筏
師
後
継

者
養
成
事
業
」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
全
国

か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
人
た
ち
を

募
集
し
、
応
募
者
に
対
し
て
徹
底
的
に
筏

流
し
の
技
術
を
教
え
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
久
保
岡
さ
ん
自
身
も
、
平
成
10
年
よ

り
2
年
間
、
養
成
事
業
に
従
事
し
た
。
そ

の
間
、
常
に
「
人
の
命
を
預
か
る
の
だ
か

ら
、
い
い
か
げ
ん
な
気
持
ち
で
仕
事
に
取

り
組
む
な
」
と
後
継
者
に
言
い
続
け
な
が

ら
筏
流
し
の
技
術
を
教
え
た
。

　

そ
の
久
保
岡
さ
ん
か
ら
観
光
筏
後
継
者

育
成
事
業
1
期
生
と
し
て
、
筏
流
し
に
つ

い
て
徹
底
的
に
教
え
込
ま
れ
た
の
が
、
現

在
、
筏
師
養
成
者
の
中な

か
や
ま
と
し

山
敏
男お

さ
ん
。

　

中
山
さ
ん
は
近
隣
の
紀
和
町
（
現
熊
野

市
）出
身
で
、郵
便
局
員
を
し
て
い
た
が
、

平
成
10
年
か
ら
始
ま
っ
た
筏
師
後
継
者
育

成
事
業
に
応
募
し
て
、
筏
師
と
し
て
修
業

を
始
め
た
。
最
初
は
筏
作
り
と
筏
運
航
技

術
の
取
得
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
観
光

筏
運
航
に
従
事
し
た
後
、
筏
師
育
成
に
か

か
わ
っ
て
現
在
3
年
目
だ
。
中
山
さ
ん
に

よ
る
と
、
北
山
村
の
筏
下
り
は
櫂
を
使
う

の
が
特
徴
で
、
最
初
に
ダ
ム
湖
で
1
ヶ
月

間
練
習
を
し
、
そ
の
後
、
川
に
入
っ
て
の

練
習
と
な
る
。
練
習
の
ほ
と
ん
ど
は
、
櫂

の
使
い
方
だ
と
い
う
。「
先
乗
り
・
舵
取
り
・

後
乗
り
」
の
3
名
で
運
航
を
行
う
。

　
「
15
年
筏
師
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
で

き
た
が
、
水
量
は
ダ
ム
で
一
定
に
保
た
れ

て
い
る
も
の
の
、
風
の
状
況
等
で
運
航
条

件
が
刻
々
と
変
化
す
る
た
め
、
今
で
も
勉

強
の
毎
日
」
と
中
山
さ
ん
は
言
う
。

　

現
在
、
筏
師
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、

観
光
筏
運
航
を
務
め
る
の
が
、
山や

ま
も
と
ま
さ
ゆ
き

本
正
幸

さ
ん
。
山
本
さ
ん
は
北
山
村
出
身
の
Ｕ
タ

ー
ン
者
で
、
大
阪
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

を
送
っ
て
い
た
が
、
以
前
よ
り
、
将
来
は

自
然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
生
活
し
た
い

と
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
観
光
筏
師

公
募
に
応
募
し
、
平
成
11
年
に
筏
師
に
な

り
、
現
在
15
年
目
。

　

岐
阜
県
出
身
の
27
歳
で
、
祖
母
が
北
山

村
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
縁
で
筏
師
に
な

っ
て
、
現
在
3
年
目
と
い
う
所

と
こ
ろ
か
ず
ひ
ろ

和
弘
さ
ん

に
も
話
を
聞
い
た
。
最
初
は
こ
の
仕
事
の

辛
さ
が
身
に
し
み
た
が
、
今
で
は
風
の
状

況
な
ど
で
変
わ
る
微
妙
な
運
航
技
術
な
ど

も
少
し
解
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

今
や
北
山
村
観
光
の
目
玉
と
な
っ
て
い

る
観
光
筏
下
り
だ
が
、
使
わ
れ
る
観
光
筏

は
、
か
つ
て
筏
流
し
に
使
わ
れ
て
い
た
筏

と
長
さ
・
幅
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
20
名
程
度

の
乗
船
が
可
能
。
激
流
の
中
で
の
運
航
の

た
め
、
3
年
お
き
ぐ
ら
い
に
製
作
更
新
を

し
て
い
る
。

　

筏
師
は
全
員
で
13
名
（
そ
の
う
ち
、
Ｉ

タ
ー
ン
4
名
、
Ｕ
タ
ー
ン
1
名
）。
年
代

的
に
は
30
代
後
半
が
多
い
。夏
の
時
期
は
、

筏
師
を
や
り
な
が
ら
、
じ
ゃ
ば
ら
農
園
や

加
工
工
場
で
の
仕
事
や
林
業
に
従
事
し
て

い
る
。
観
光
筏
下
り
の
運
航
シ
ー
ズ
ン
が

終
わ
る
秋
以
降
は
、
就
業
場
所
が
激
減
す

る
の
で
、
今
以
上
の
筏
師
の
雇
用
は
望
め

な
い
。
そ
れ
が
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
。

　

観
光
筏
下
り
を
楽
し
む
乗
船
客
は
関
西

エ
リ
ア
か
ら
が
中
心
で
あ
る
が
、
近
年
、

名
古
屋
エ
リ
ア
か
ら
も
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
運
航
シ
ー
ズ
ン
中
の
乗
船
客
数

は
平
成
10
〜
12
年
、
約
1
万
人
を
ピ
ー
ク

と
し
て
こ
こ
数
年
は
、
不
況
や
昨
年
の
台

風
12
号
の
影
響
で
減
少
気
味
で
あ
る
。
ま

た
、
ピ
ー
ク
の
夏
休
み
時
期
と
そ
れ
以
外

の
時
期
の
乗
船
客
数
の
差
が
大
き
い
。

　

観
光
筏
の
Ｐ
Ｒ
等
、
こ
の
差
を
少
な
く

す
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
状
の
筏
師
の
数
で
も
、
フ
ル
体
制
で
の

運
航
で
過
去
最
多
レ
ベ
ル
の
乗
船
客
数
は

可
能
だ
と
山
本
さ
ん
は
語
る
。

　

見
渡
す
限
り
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
ダ

ム
湖
沿
い
に
位
置
す
る「
お
く
と
ろ
公
園
」

は
北
山
村
観
光
の
拠
点
。
敷
地
内
に
観
光

セ
ン
タ
ー
（
道
の
駅
「
お
く
と
ろ
」）、
コ

テ
ー
ジ
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
各
種
施
設
が

整
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
施
設
が
、
平
成

23
年
5
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
「
お
く
と
ろ
温
泉
や
ま
の
や
ど
」
だ
。

　

こ
こ
は
村
の
渓
谷
美
を
一
望
で
き
る
露

天
風
呂
や
和
洋
折
衷
の
広
々
と
し
た
客
室
、

地
元
の
産
物
を
可
能
な
限
り
利
用
し
た
料

理
が
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
お
土
産
品

や
日
用
品
・
食
料
品
を
取
り
揃
え
た
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
か
ら
な
る
。

　

こ
の
「
お
く
と
ろ
温
泉
や

ま
の
や
ど
」
で
は
、
様
々
な

方
法
で
集
客
施
策
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
の
利
用
が
レ
ス

中山  敏男 さん

山本  正幸 さん

所  和弘 さん

北山村観光センター（道の駅「おくとろ」）
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ト
ラ
ン
と
温
泉
の
日
帰
り
利
用
に
集
中
し

て
い
る
の
で
、
季
節
に
応
じ
た
宿
泊
プ
ラ

ン
（
宿
泊
・
温
泉
・
宴
会
利
用
）
等
の
商

品
も
開
発
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
お
く
と
ろ
温
泉
の
特
色
の

ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
地
域

資
源
と
し
て
の
森
林
資
源
の
活
用
。
間
伐

材
を
主
に
、
筏
の
廃
材
な
ど
を
燃
料
と
し

て
活
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
採

用
だ
。村

特
産
の
じ
ゃ
ば
ら
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
６
次
産
業
化

　
「
じ
ゃ
ば
ら
」
と
は
柚
子
や
す
だ
ち
の

仲
間
の
柑
橘
系
の
果
実
で
、
名
前
の
由
来

は
「
邪
気
を
払
う
」
か
ら
来
て
い
る
。
村

で
は
正
月
料
理
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
縁
起
物
の
果
実
だ
っ
た
が
、
昭
和
47
年

に
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
に
類
の
な
い

新
品
種
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
昭
和

52
年
に
農
業
種
苗
法
に
よ
る
品
種
登
録
を

出
願
し
、
昭
和
54
年
に
種
苗
名
称
登
録
許

可
を
得
た
。
そ
し
て
、
昭
和
57
年
、
村
内

に
農
園
を
確
保
し
、
産
業
化
事
業
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
61
年
に
集
出

荷
施
設
を
新
設
す
る
な
ど
、
生
産
も
順
調

に
伸
び
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
知
名
度
の
低
さ
、
販
路
の
狭

さ
は
致
命
的
で
あ
り
、
商
品
の
余
剰
在
庫

を
抱
え
、
生
産
調
整
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
と
な
り
、
平
成
11
年
頃
に
は
、

じ
ゃ
ば
ら
事
業
は
北
山
村
の
お
荷
物
的
存

在
と
な
り
、
事
業
廃
止
も
検
討
さ
れ
た
。

　
「
飛
び
地
の
村
」
か
ら
く
る
不
便
さ
、

販
売
力
の
低
さ
と
い
っ
た
問
題
を
解
決
す

る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
取
り
組
ん
だ

の
が
、
じ
ゃ
ば
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
状
況
に
つ
い
て
北
山
村
観
光
産

業
課
の
池い
け
う
え
て
る
ゆ
き

上
輝
幸
さ
ん
が
語
る
。

　
「
2
年
頑
張
っ
て
も
駄
目
な
ら
、
じ
ゃ

ば
ら
を
諦
め
る
。
で
も
、
村
に
国
道
が
通

っ
て
い
て
も
車
が
通
ら
な
い
よ
う
な
と
こ

ろ
な
の
で
、
最
後
の
手
段
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
活
用
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
総
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
出
店
を
決
め
ま
し
た
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
始
め
て
ま
も

な
く
の
平
成
13
年
2
月
、「
花
粉
症
に
効

く
」
と
い
う
顧
客
か
ら
の
情
報
を
手
が
が

り
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
モ

ニ
タ
ー
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
半

数
近
い
人
か
ら
「
効
果
が
あ
る
」
と
い

う
回
答
が
あ
っ
た
。

　

当
時
は
珍
し
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
総
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
へ

の
自
治
体
の
出
店
や
、
モ
ニ
タ
ー

調
査
の
結
果
を
マ
ス
コ
ミ
が
取
り

上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
じ
ゃ
ば
ら

の
売
り
上
げ
は
飛
躍
的
に
伸
び
、

そ
の
後
も
平
成
17
年
度
ま
で
順

調
に
伸
び
た
。
し
か
し
、
翌
平

成
18
年
に
初
め
て
売
り
上
げ

が
ダ
ウ
ン
し
た
。

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
採
用
を
決

め
た
き
っ
か
け
は
元
々
、
お
く
と
ろ
温
泉

の
燃
焼
用
の
重
油
ボ
イ
ラ
ー
が
、
温
泉
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
期
に
併
せ
て
更
新
時
期

に
来
て
い
た
こ
と
で
す
。
ボ
イ
ラ
ー
導
入

に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
方
法
を
検
討
し
ま

し
た
が
、
搬
出
間
伐
材
や
更
新
さ
れ
た
筏

の
廃
材
を
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

薪
燃
料
タ
イ
プ
の
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
ま

し
た
」
と
、
北
山
村
観
光
産
業
課
長
の
田た

岡お
か
と
み
や
す

富
泰
さ
ん
は
語
る
。

　

そ
の
打
開
策
と
し
て
出
て
き
た
の
が
、

平
成
19
年
6
月
に
開
設
し
た
地
域
密
着
型

ブ
ロ
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
村
ぶ
ろ
」
で

あ
る
。
池
上
さ
ん
は
語
る
。

　
「『
村
ぶ
ろ
』
を
立
ち
上
げ
た
主
な
理
由

は
、
じ
ゃ
ば
ら
の
フ
ァ
ン
に
じ
ゃ
ば
ら
の

評
判
を
書
い
て
欲
し
か
っ
た
こ
と
と
、
北

山
村
と
じ
ゃ
ば
ら
フ
ァ
ン
の
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
た
か
っ
た

こ
と
で
す
。
実
際
に
村
ぶ
ろ
を
立
ち
上
げ

て
、
じ
ゃ
ば
ら
は
北
山
村
に
し
か
な
い
も

の
と
い
う
事
を
再
認
識

北山村
観光産業課  池上  輝幸 さん

北山村
観光産業課長  田岡  富泰 さん

地域密着ブログ
ポータルサイト
「村ぶろ」のトップページ

（上）おくとろ温泉の宿泊棟
（下）おくとろ温泉の露天風呂
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小
さ
な
村
な
ら
で
は
の

村
づ
く
り
の
今
後
と
課
題

　

北
山
村
で
は
前
述
の
と
お
り
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
産
業
振
興
策
を
推
し
進
め

て
き
た
が
、最
大
の
課
題
は「
人
口
減
少
」

だ
。

　
「
か
つ
て
人
口
2
，0
0
0
人
を
超
え
て

い
た
北
山
村
も
現
在
は
5
0
0
人
。
さ
す

が
に
適
切
な
規
模
か
ら
い
う
と
少
な
い
気

が
す
る
」
と
奥
田
村
長
は
言
う
。

　

こ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
公
営
住

宅
整
備
等
の
各
種
若
者
定
住
策
や
教
育
環

境
の
整
備
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

な
か
で
も
、村
が「
究
極
の
過
疎
対
策
」

と
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
教
育
施
策
。
そ

の
代
表
例
が
英
語
教
育
・
海
外
研
修
旅
行

で
あ
る
。

　

英
語
教
育
は
「
こ
れ
か
ら
は
国
際
化
の

時
代
。
ま
ず
は
英
語
か
ら
」
と
い
う
こ
と

で
4
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
外
国
人
教
師
を

雇
い
、
保
育
所
・
小
学
校
か
ら
週
1
、2

回
の
別
枠
英
語
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
語
学
研
修
を
兼
ね
て
、
中
学
2
・
3

年
生
全
員
が
1
〜
2
週
間
の
予
定
で
海
外

修
学
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
全
世
帯
の
1

割
に
当
た
る
30
数
戸
を
整
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
若
者
定
住
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
雇
用
の
場
の
確
保
だ
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
北
山
村
総
務
課
長
の
藪や

ぶ
も
と
こ
う
い
ち

本
幸
一

さ
ん
は「
就
業
の
場
が
温
泉
と
そ
の
周
辺
、

行
政
、
郵
便
局
と
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

現
在
は
官（
村
）が
直
営
で
や
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
こ
数
年
、
役
場
で
数
名
ず
つ

新
入
職
員
を
入
れ
た
り
、
生
産
・
加
工
・

販
売
を
一
貫
で
や
っ
て
い
る
じ
ゃ
ば
ら
事

業
も
、
本
来
な
ら
民
間
が
や
る
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
村
が
特
別
予
算
を
組
ん
で
や

っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

今
後
の
村
づ
く
り
の
課
題
と
方
向
性
に

つ
い
て
奥
田
村
長
は
語
る
。

　
「
人
口
を
増
や
し
た
い
と
い
う
理
想
に

向
け
て
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
が
、
現
実

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、苦
労
し
て
い
る
。

し
か
し
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
、
小
規

模
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

例
え
ば
、
役
場
・
議
会
も
小
規
模
な
の
で

意
志
決
定
が
早
く
、
予
算
も
村
民
の
た
め

に
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
、
小
規
模
ゆ
え
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

と
思
う
が
、
大
事
な
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
先
々
と
心
配
す
る
よ
り
も
、
そ
の

時
点
で
こ
れ
が
ベ
ス
ト
と
考
え
た
こ
と
を

信
じ
て
前
に
進
む
こ
と
」。

　
「
全
国
唯
一
の
飛
び
地
」
の
小
さ
な
村

の
積
極
的
な
村
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
も
注

目
さ
れ
る
。

す
る
と
と
も
に
、
北
山
村
に
来
て
く
れ
た

人
や
ネ
ッ
ト
上
で
北
山
村
の
評
判
を
書
い

て
く
れ
る
『
ネ
ッ
ト
村
民
』
の
方
々
の
口

コ
ミ
の
効
果
を
実
感
し
ま
し
た
」

　

池
上
さ
ん
の
言
葉
を
裏
付
け
る
か
の
よ

う
に
、
じ
ゃ
ば
ら
の
売
り
上
げ
は
、
平
成

20
年
度
に
は
平
成
17
年
度
レ
ベ
ル
ま
で
回

復
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
じ
ゃ
ば
ら
事
業
は
、６
次
産
業
化（
じ

ゃ
ば
ら
生
産
・
加
工
・
販
売
）
と
い
う
形

で
成
長
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
じ
ゃ
ば
ら
の
木
の
老
木
化
に

伴
う
生
産
量
の
落
ち
込
み
と
い
う
課
題
も

出
て
き
た
。
ま
ず
、
対
策
と
し
て
村
は
近

年
、
苗
木
を
植
え
て
、
じ
ゃ
ば
ら
の
木
を

定
期
的
に
更
新
し
て
い
る
。そ
の
一
方
で
、

「
村
ぶ
ろ
」
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
へ
の
対
応

が
課
題
だ
。
現
在
、
民
間
の
知
恵
を
借
り

な
が
ら
、
検
討
中
で
あ
る
。

北山村
総務課長  藪本  幸一 さん

公営住宅

英語の授業を行うALT（外国語指導助手）
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　大幅な人口減少と高齢化により、
20世紀末ごろから「観光振興は地域
活性化の起爆剤」として、様々な活動
が活発になってきている。
　その背景には、地域における産業
構造の変化や定住人口の減少などの
「負」の課題を、観光産業の創出で解
決するという考え方があった。大型
レジャー施設の誘致や開発、大量の
観光客に対応する観光コンテンツの
提起など、ハード、ソフト両面で、こ
うした「マスツーリズム」は一定の経
済効果を生み出すこととなった。
　しかし、一方で「環境破壊」、「文化
の真正性の喪失」といった様々な課
題を惹起することとなり、必ずしも
「経済の域内循環」や「訪問者の持続
的な獲得」には至らなかった。
　つまり、地域振興における「持続
性」というものが大きな課題として
浮かび上がってきたのである。
　その意味では、「マスツーリズム」
は地域振興という観点からは、期待
していたような有効性を持たなかっ
たといえる。
　そうした中、「そもそも観光とは何
か」という議論が沸き起こり「オルタ
ナティブ・ツーリズム（もう一つの観
光）」あるいは「ニュー・ツーリズム」
といったものが次々と提起されて、
地域振興における観光の役割をもう
一度見直してみようというのが、昨
今の傾向である。
　その契機となったのが、イギリス
の社会学者J・アーリの言う「観光の
まなざし」という概念だ。「『観光のま
なざし』とは『日常から離れた異なる
景色、風景、町並み』に対する『視線』」
であり、「それは社会的なものとして
形成される」というものだ。社会経済
的観点から見れば、観光とはホスト

側、ゲスト側を問わず、その「まなざ
し」を組織化・具体化する行為ともい
える。
　すなわち、ホスト側にとっては自
らの地域を見つめ直し、地域内の特
徴を自覚して、資源化してゆくこと、
ゲスト側にとっても、訪れた地域で
受ける様々な「刺激」によって自らや、
自らの住む地域を見つめ直すという
ことでもある。
　地域の景観、産業、産品、歴史、文
化、生活など、あらゆるものが、「観光
のまなざし」の対象になるのだ。

　そうした「まなざしの組織化」とし
て、有力な手法が観光に関連した「交
流」というものだ。
　本来、「旅」は地点間の移動なので、
必然的に「人の人との交わり」は生ま
れるのだが、さらに積極的にこれを
行い、様々な目的で地域を訪れる
人々を「交流人口」と捉えていこうと
する。ここでいう「交流」とは、地域の
人々と来訪者が、様々な内容やレベ
ルで「ヒト・モノ・
情報」を、「体験・
学習」などの多様
なコンテンツを通
して、積極的に交
換とするという意
味に他ならない。
　つまり、こうし
た「観光コンテン
ツ」を用意して、そ
れを「交流」によっ
て、相互に刺激し
あい、新たな地域
文化の形成に繋
げ、地域を活性化
させようとするも
のである。
　それは、訪問者

の側にとっても、地域の人々との「交
流」を通じて、自らのライフスタイル
を見詰め合う絶好の機会となる。最
近では「対流」という言葉で、その双
方で行き合う新しいライフスタイル
の実現を目指す動きもある。
　観光という言葉は、易経の「観国之
光  利用賓干王」という言葉に由来す
るといわれる。「国之光」即ち「美しく
輝く地域」を「観る」あるいは「観せ
る」ことでもある。
　あえて言えば、「光り輝かかせてい
く地域の様々な取り組み」それ自体
が、観光の取り組みであるともいえ
る。なぜならそれは地域に住む人々
が「住んでいる地域を誇りに思える
ような魅力的な地域をつくる」こと
であり、観光の取り組みもまさにこ
の一点にある。
　少なくとも、観光によるまちづく
りでは、かつての「マスツーリズム」
の時代のような、急激な経済効果を
期待することは困難になってきてい
る。経済効果は少なくても、多様なコ
ンテンツを提起しながら、息の長い
「持続的な活動」が必要となっている。

地域のあらゆるものが
「まなざし」の対象に

「ヒト・モノ・情報」を
積極的に交換する作業
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「交流」を核とした観光によるまちづくり
文責：地域振興部
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10 
月

12 
月

11 
月

Hitachi Starlight Illumination 2013（茨城県日立市）

辻八幡の神殿入（広島県三次市）

つるが観光物産フェア2013（福井県敦賀市）

いしのまき大漁まつり（宮城県石巻市）

国際ご当地グルメグランプリ2013 inかしわざき（新潟県柏崎市）

これでもか ！ 太鼓（石川県志賀町）

吟詠「泊天草洋」全国大会（熊本県苓北町）

風車まつり（愛媛県伊方町）

第11回松江神在月だんだんウォーク（島根県松江市）

トナカイホワイトフェスタ2013
（北海道幌延町）

第8回うるま祭り（沖縄県うるま市）

第26回美浜町民レガッタ（福井県美浜町）

ハロウィンフェスタ IN MISAWA 2013
（青森県三沢市）

瑞浪バサラカーニバル（岐阜県瑞浪市）

鍋島藩窯秋まつり（佐賀県伊万里市）

Hitachi Starlight Illumination 2013（茨城県日立市）

　米軍基地
のまち三沢
市ならでは
の全国的に
も珍しい国
際色豊かな
「日米ハロ
ウィン仮装パレード＆コンテスト」で
は、思い思いの格好に扮した参加者が商
店街を埋め尽くし、「ハッピーハロウィ
ン！」「ハッピーミサワ！」を合言葉にパ
レードします。
　当日参加も可能で、豪華賞品も用意さ
れ、子どもたちにはお店からお菓子のプ
レゼントがあります。
【開催日】10月19日（土）
【開催場所】アーケード商店街
【問合せ先】ハロウィンフェスタIN MISAWA 
2013実行委員会 ☎0176-53-2175
【URL】www.misawa.or.jp/

　全国有数
の魚の水揚
地である水
産都市・石
巻ならでは
の新鮮な魚
介類や水産
加工品が、奉仕価格で販売されます。
　買受人気分を味わうことのできる大好
評の「鮮魚競り」では、市民たちが威勢の
いい掛け声とともに魚を競り落とします。
　他にもローカルヒーロー「シージェッ
ター海斗」ショーやサンバなどが催さ
れ、ご家族で楽しめるイベントとなって
おります。
【開催日】10月20日（日）
【開催場所】サン・ファン・バウティスタパーク
【問合せ先】いしのまき大漁まつり実行委員会  
☎0225-95-1111
【URL】www.city.ishinomaki.lg.jp/

　今年度も
トナカイ観
光牧場で銀
世界の中、
トナカイと
触れ合える
「トナカイ
ホワイトフェスタ」を開催します。トナ
カイソリ無料運行、ミニゲーム、花火大
会や子供たちへのサンタからのクリス
マスプレゼント等があります。また、手
打ちそば愛好会の方々による実演・試食
会、ホットミルクや乳製品の無料配布を
していただくなど、子供たちと大人が一
緒にひと足早いクリスマスを過ごす事
ができます。
【開催日】12月15日（日）
【開催場所】トナカイ観光牧場
【問合せ先】幌延町 経済課 産業グループ 商工
観光担当  ☎01632-5-1116

石
いしのまき

巻市
水産都市・石巻の元気を発信する
～いしのまき大漁まつり

宮城県 幌
ほろ の べ

延町
ちょう

銀世界の中、トナカイと触れ合える
～トナカイホワイトフェスタ2013

北海道三
み

沢
さわ

市
国際色豊かな仮装パレード
～ハロウィンフェスタ IN MISAWA 2013

青森県

来場者の掛け声がこだまする サンタとトナカイソリに乗る子供多彩な衣装に身を包んでパレード
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「電源地域情報ひろば」は各市町村で開催されるイベン
トや伝統的なお祭りなどの情報をまとめて掲載するコー
ナーです。今回は10～12月の情報です。読者の皆様
方で掲載のご希望がございましたら、電気のふるさと編
集室までお知らせください。自薦、他薦を問わず受け付
けています。なお、掲載にあたり費用が発生することは
ありません。（誌面の都合上、掲載できない場合がござ
いますことを予めご了解願います）

■地域振興部 振興業務課 電気のふるさと編集室
☎03-6372-7305　E-mail ： furusato@dengen.or.jp
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福井県瑞
みず な み

浪市 岐阜県 敦
つる

賀
が

市 福井県

日
ひ

立
たち

市 茨城県新潟県

新潟と世界のうまさを競う
～国際ご当地グルメグランプリ2013 inかしわざき

志
し か

賀町
まち

町内外の太鼓団体によるイベント
～これでもか！太鼓

石川県

　日立シビ
ックセンタ
ー新都市広
場から日立
駅前まで続
く10万球の
イルミネー
ションは必見。点灯期間中は、キャンドル
やシャボン玉などを用いた様々なイベン
トも開催。家族連れからカップルまで、幅
広く楽しむことができます。
　また、期間中に使用する電力はバイオ
マス発電によるグリーン電力を使用して
います。
【開催日】11月23日（土･祝）～12月25日（水）
【開催場所】日立シビックセンター新都市広場
【問合せ先】公益財団法人 日立市科学文化情報
財団  ☎0294-24-7711 
【URL】www.civic.jp

冬の夜をロマンチックに再現する
～H

ヒ タ チ

itachi S
スターライト

tarlight I
イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

llumination 2013
　新潟をは
じめ全国、
海外のご当
地グルメを
一 堂 に 集
め、新潟の
食材と国内
外の料理とのコラボレーションを図るこ
とによって、食材の宝庫である新潟から
食の魅力を強力に発信するとともに、食
文化の交流を進めるイベントです。
　お客様の投票でグランプリを決めるこ
のイベント。開催地柏崎市の「鯛茶漬け」
は、今回、グランプリには参加しません
が、食べ比べコーナーを設置し、数種類の
鯛茶漬けをお楽しみいただけます。
【開催日】10月5日（土）･6日（日）
【開催場所】ぴっから通り
【問合せ先】国際ご当地グルメグランプリ柏崎実
行委員会  ☎0257-22-3163
【URL】www.kokusai-gotouchi.com/

　志賀町に
は、古い伝
統をもつ太
鼓の芸や音
律が多く残
されていま
す。「 太 鼓
ができれば本物の男として認められる」
ような地域だと言われています。「大関」
や「横綱」などといった技術レベルを設け
て、競い合っているように、太鼓が大変盛
んな土地柄です。1年を通じて町内の様々
な地域で太鼓のイベントが開かれていま
す。そうした志賀町の太鼓団体12チーム
と、町外から招いた太鼓団体による太鼓
イベントで勇壮な音色が会場に響き渡り
ます。
【開催日】11月17日（日）
【開催場所】能登ロイヤルホテル
【問合せ先】志賀の太鼓連絡協議会
☎0767-32-3484

全国各地の自慢の特産品が揃う
～つるが観光物産フェア2013

気軽に楽しめるボート大会
～第26回美浜町民レガッタ

　敦賀市とゆ
かりのある全
国の都市から
新鮮な味覚や
伝統に育まれ
た特産品が勢
揃いする若狭
路最大規模の一大フェアです。今回は昨
年、中池見湿地がラムサール条約登録湿
地となったことを記念して、全国の登録
地の紹介やご当地グルメも大集合します。
　ステージ上では、誰でも参加できる鮮魚
セリ市や出展市町のPRステージなどが楽
しめます。また、敦賀ふぐをふんだんに盛
り込んだ敦賀ふぐ鍋味覚体験やちくわ作
り体験など、見て楽しむだけでなく、体験
などにも参加できる観光物産フェアです。
【開催日】10月26日（土）･27日（日）
【開催場所】きらめきみなと館  他
【問合せ先】つるが観光物産フェア開催実行委員
会事務局（敦賀市 観光振興課）  ☎0770-22-8128
【URL】www.turuga.org/matsuri/turugakannkou.html

　 ボ ー ト
は、地元の
中学校の部
活動がある
など、町の
代表的なス
ポ ー ツ で
す。そのボートを町内の誰にでも気軽に
楽しんでもらい、町民が交流を深めなが
ら水に親しむ場を設けようと開催されて
いるボート大会です。
　様々な種目が設けられ、優勝したクル
ーには全国市町村交流レガッタの参加資
格（一部の種目を除く）が与えられます。
「交流の部」は、町内在住・在勤者以外の方
も参加できます。（募集期間は終了）
【開催日】10月19日（土）･20日（日）
【開催場所】福井県立久々子湖ボートコース
【問合せ先】美浜町生涯学習課スポーツ振興室　
☎0770-32-6709
【URL】www.town.mihama.fukui.jp

　昨年は、
全国各地か
ら250を超
え る チ ー
ム、8,000人
以上の踊り
子 が 集 ま
り、華麗な踊りを披露しました。
踊りの規模も年々拡大し、中部地区最大
の年末の踊りイベントとして注目される
ようになりました。 
　また、会場では地元産豚肉を使った料理
コンテスト「瑞浪ボーノポークグランプリ」
が今回初めて開催されます。他にもJR瑞浪
駅前では市民参加型の「うまいもの市」や
地元特産品を提供する「おかみさん横丁」
などのテント村が設けられ、力強い踊りと
グルメで、瑞浪の冬を熱く盛り上げます。
【開催日】12月15日（日）  【開催場所】JR瑞浪駅周辺
【問合せ先】瑞浪市商店街連合会
☎0572-67-2623（みずなみ駅前ふれあい館）

全国から250以上のチームが参加
～瑞浪バサラカーニバル

美
み

浜
はま

町
ちょう

柏
かしわざき

崎市

色鮮やかなイルミネーション会場に響き渡る太鼓の響き

全国のおいしい味覚が集まる会場湖上で熱戦が繰り広げられる街を練り歩く踊り子たち

うまさを求めて行列ができる
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　出雲では
10月を縁起
の良い「神
在月」と呼
びます。
　2 6 日は
「松江開府
のみち」「風土記のみち」「黄泉比良坂のみ
ち」と名付けられた10㎞、20㎞、34㎞の風
土記コースが、27日は「まちあるきのみ
ち」「宍道湖のみち」「日本海のみち」と名
付けられた5㎞、16㎞、30㎞の神在月コー
スが用意され、全国各地から訪れたウォ
ーカーたちが、歴史に彩られた松江のま
ちを歩きます。
【開催日】10月26日（土）･27日（日）
【開催場所】松江城山公園（二の丸）他
【問合せ先】神在月ツーデーウォーク実行委員会
☎0852-60-5206

神々が集う神話のふるさとを歩く
～第11回松江神在月だんだんウォーク

島根県

　 伊 方 町
は、数多く
の風車が立
ち並ぶ風車
の ま ち で
す。
　まつり
は、風車を間近に見ることができる「瀬戸
アグリトピア」で開催され、風力発電の模
型展示やエネルギー科学教室が開かれる
「風の体験広場」、町内の各種団体や企業
が出店する特産品・バザーコーナー、農園
で行われる芋掘り体験と重さ当てクイ
ズ、キャラクターショーなどの催し物が
あり、子供から大人まで楽しめます。
【開催日】10月５日（土）
【開催場所】瀬戸アグリトピア
【問合せ先】伊方町 産業振興課 商工振興室
☎0894-38-2657
【URL】www.town.ikata.ehime.jp

伊
い

方
かた

町
ちょう

風車を望み秋風を感じる
～風車まつり

愛媛県

　江戸時代
より今なお
鍋島藩窯の
伝統技術を
受 け 継 ぎ
「秘窯の里」
と呼ばれて
いる佐賀県伊万里市大川内山で、今年も
約30の窯元による「鍋島藩窯秋まつり」を
開催いたします。国の史跡指定もされ、山
水画のような屏風岩で囲まれた大川内山
は、その景観の素晴らしさから一年を通
じて多くの観光客の方に訪れて頂いてお
りますが、秋の大川内山も心地よい風が
吹きもっとも散策しやすい季節です。
【開催日】11月１日（金）～5日（火）
【開催場所】伊万里市大川内山地区
【問合せ先】伊万里鍋島焼協同組合
☎0955-23-7293

　日本外史
の著者とし
て知られる
頼山陽は、
文 政 元 年
（1818年 ）、
苓北町富岡
を訪れ、その時天草灘の展望を「雲か山か
呉か越か」で始める名詩「天草洋に泊す」
を残しました。昭和7年に詩碑が建てら
れ、頼山陽公園として親しまれています。
大会は、「天草洋に泊す」の吟に限定した
独吟、合吟のコンクールで構成されてい
ます。
　全国の吟詠愛好家の皆さん、多数ご参
加下さい。
【開催日】10月27日（日）
【開催場所】志岐集会所
【問合せ先】吟詠「泊天草洋」全国大会実行委員会
（苓北町役場 商工観光課）
☎0969-35-1111（内線115） 

頼山陽の名吟に親しむ
～吟詠「泊

あまくさなだにはくす

天草洋」全国大会
　 平成17
年の合併以
来、市民意
識の高揚と
市民相互の
親睦と融和
を深めると
ともに市内各種団体、機関の連帯と協調
を密にし、調和のとれた“まちづくり”に
寄与することを目的として開催されま
す。地域の伝統芸能や、県内で活躍するア
ーティストを中心としたライブやコンサ
ート、「闘牛大会」など、バラエティーに富
んだメニューが繰り広げられます。
【開催日】10月19日（土）・20日（日）
【開催場所】うるま市具志川総合グラウンド
【問合せ先】うるま祭り実行委員会
（うるま市役所商工観光課内）
☎098-965-5634

地域の伝統芸能やライブで盛り上げる
～第8回うるま祭り

「秘
ひ

窯
よう

の里」で秋を満喫
～鍋島藩窯秋まつり

苓
れい ほ く

北町
ちょう

熊本県うるま市 沖縄県 伊
い ま り

万里市 佐賀県

　200年以
上の歴史を
もつ神迎え
の行事。21
時の花火を
合図に辻地
区の氏子が
いっせいに灯籠を付けた竹笹や木枠を持
って集合します。定刻になると神主を先
頭に太鼓や鐘を打ち鳴らし、笛を吹いて
神社へ参拝します。
　灯篭が光の帯となって参道を流れる光
景は幻想的で、まさに「光の祭典」です。
天明年間（1781年～ 1789年）に飢饉のた
め、困窮した三

さんけい

谿郡内38ヶ村の農民が、
八幡神社に奉納を祈願し、神頼みの一念
で始まったともいわれ、県指定無形民俗
文化財となっています。 
【開催日】10月12日（土）
【開催場所】三次市吉舎町辻
【問合せ先】三次市吉舎支所  ☎0824-43-3112

三
み

次
よし

市 広島県

幻想的な秋の伝統行事
～辻八幡の神

こうぞのり

殿入

松
まつ

江
え

市

松江の秋と歴史を感じながら歩く佐田岬半島に立ち並ぶ風車

「秘窯の里」大川内山自慢ののどを披露する参加者たち

光の帯となって参道を流れる灯篭

盛り上がる夜のステージ
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P.13
福島県広野町

P.12
福井県おおい町

P.13
新潟県魚沼市

P.12
福島県

 

　

お
お
い
町
成
海
に
『
道
の
駅
う
み
ん
ぴ

あ
大
飯
』が
5
月
30
日
（木）
に
オ
ー
プ
ン
。

町
民
に
と
っ
て
は
待
望
の
物
販
・
交
流
施

設
の
誕
生
だ
。

　
『
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
』
は
複
合
レ
ジ
ャ

ー
空
間
と
し
て
、
国
道
27
号
沿
い
に
整
備

さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
施
設
の
『
こ
ど
も
家
族
館
』『
エ
ル
ガ

イ
ア
お
お
い
』、リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
『
ホ

テ
ル
う
み
ん
ぴ
あ
』、『
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯

マ
リ
ー
ナ
』
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　
『
道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
』
は
、
そ

の『
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
』の
一
角
に
あ
り
、

若
狭
湾
の
景
観
が
満
喫
で
き
る「
道
の
駅
」

と
な
っ
て
お
り
、
福
井
県
の
「
電
源
地
域

安
心
と
活
力
の
ま

ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
」
を
活

用
し
て
建
設
さ

れ
た
。

　

敷
地
面
積
約
５
，７

４
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
床

面
積
約
１
，２
４
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
平
屋
建
て
の
駅
舎
内
は
、
目
の
前
に

広
が
る
若
狭
湾
か
ら
の
光
が
燦
々
と
差
し

込
み
、
お
し
ゃ
れ
で
明
る
い
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
る
。

　

魚
介
類
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
若
狭
沖

で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
提
供
し
、
特

産
品
売
場
で
は
毎
朝
収
穫
し
た
野
菜
に
加

え
、米
、果
実
、花
卉
や
、

手
作
り
の
お
菓
子
や
パ
ン
、

特
産
品
な
ど
も
売
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
お
お
い
町
産
の

果
実
・
野
菜
な
ど
を
使
っ

た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
工
房
、
新

鮮
な
魚
や
野
菜
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
た
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
を
味
わ
え
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
観
光

案
内
所
で
は
町
の
観
光
案

内
を
は
じ
め
、
地
域
情
報
な
ど
を
発
信
し

て
い
る
。

　

6
月
1
日
（土）
、2
日
（日）
に
は
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
約
８
，０
０

　

去
る
７
月
21
日
（日）
、
22
日
（月）
の
2
日

間
に
わ
た
っ
て
、
い
わ
き
市
21
世
紀
の
森

公
園
で
「
ふ
く
し
ま
復
興
祭
」
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
催
し
は
公
園
内
の
「
い
わ
き

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
」で
行
わ
れ
た「
マ

ツ
ダ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
２
０
１
３
第

３
戦
」
に
あ
わ
せ
た
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
日
本
野
球
機
構
が
球
界
全
体
で
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
を
長
期
的
に
支
援
し

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
実
現

し
た
。
会
場
は
、「
食
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
」
ゾ
ー
ン
、「
ふ
く
し
ま
の
食
・

い
わ
き
の
食
」
ゾ

ー
ン
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」ゾ
ー
ン
、

「
子
ど
も
ス
ポ
ー

０
人
が
来
場
し
た
。
こ
の
道
の
駅
の
開
業

で
、
町
の
観
光
や
特
産
品
な
ど
の
情
報
を

広
く
発
信
し
、
町
の
認
知
度
の
拡
大
と
地

場
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。 買物客で賑わう特産品売場

道の駅うみんぴあ大飯
〒919-2107  福井県大飯郡おおい町成海1-1-2
☎0770-77-4600
【URL】michinoeki-ohi.com
【営業時間】9：00～18：00（7・8月は19：00まで）
【休館日】毎月第1・3月曜日および12月31日・1月1日
（7・8月は無休）
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道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯 
が

５
月
に
オ
ー
プ
ン

福
井
県
お
お
い
町ち

ょ
う

このコーナーでは電源地域各地の地域
振興に向けた話題を取り上げています。
今回は福井県おおい町の道の駅のオー
プンや福島県広野町の産直所の再開、
新潟県魚沼市の尾瀬魚沼ルート開発、
「ふくしま復興祭」など
の話題をお届けします。

マ
ツ
ダ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
２
０
１
３ 

に

あ
わ
せ
て「
ふ
く
し
ま
復
興
祭
」を
開
催

福
島
県

町の活性化と“再生”に
向けた各地の取り組み
町の活性化と“再生”に
向けた各地の取り組み
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大
震
災
以
降
、
閉
鎖
し
て
い
た
福
島
県

広
野
町
の
二
ツ
沼
に
あ
る
農
産
物
直
売
所

リ
ン
グ
検
査
を
終

え
た
広
野
町
産

の
新
鮮
な
野
菜

が
並
び
、
会
場
は
、

町
に
帰
還
し
た
住

民
で
賑
っ
た
。

　

町
内
の
有
志
か
ら
な
る

広
野
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
も

町
内
で
頑
張
る
農
家
を
応
援
し
よ
う
と
会

場
に
駆
け
つ
け
、
宮
崎
産
地
鶏
（
真
空
パ

ッ
ク
）
の
無
料
配
布
や
埼
玉
県
三
郷
市
や

ム
2
0
1
3
第
3
戦
」ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、

2
日
間
の
来
場
者
数
は
17
万
5
，0
0
0

人
を
超
え
る
催
し
物
と
な
っ
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
の
食
・
い
わ
き
の
食
」
ゾ

ー
ン
で
は
、
楢
葉
町
の
「
ゆ
ず
軟
骨
」、

　

福
島
・
新
潟
・
群
馬
３
県
に
ま
た
が
り

広
が
る
尾
瀬
は
、
春
か
ら
秋
ま
で
自
然
を

楽
し
む
多
く
の
観
光
登
山
客
で
賑
わ
う
。

　

陸
路
で
入
る
福
島
・
群
馬
ル
ー
ト
と
異

な
り
、船
で
奥
只
見
湖
を
渡
り
、尾
瀬
に
入

る
通
称
「
尾
瀬
・
魚
沼
（
新
潟
）
ル
ー
ト
」

は
、
尾
瀬
に
入
る
ま
で
様
々
な
景
色
を
堪

能
で
き
る
ほ
か
、
沿
線
に
多
く
の
温
泉
が

点
在
す
る
湯
之
谷
温
泉
郷
を
抱
え
る
。

　

し
か
し
、
平
成
16
年
の
中
越
大
震
災
と

２
年
続
き
の
大
雪
で
温
泉
郷
へ
の
来
客
数

が
年
々
減
少
し
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
温
泉
街
ら
し
い
風
情
あ
る
街

並
み
な
ど
、
景
観
の
形
成
や
尾
瀬
へ
の
新

潟
側
玄
関
口
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
湯
之
谷
温
泉
郷

の
各
温
泉
組
合
を
中
心
に
、
新
潟
県
魚
沼

地
域
振
興
局
と
魚
沼
市
の
協
力
を
得
て
、

平
成
18
年
8
月
に「
湯
之
谷
温
泉
郷
・
尾
瀬

ル
ー
ト
活
性
化
委
員
会
」が
結
成
さ
れ
た
。

　
「
魚
沼
か
ら
行
く
尾
瀬
ル
ー
ト
」
の
情

報
発
信
や
観
光
商
品
の
企
画
・
販
売
を
行

う
「
尾
瀬
ル
ー
ト
活
用
推
進
委
員
会
」
な

ど
5
つ
の
部
会
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

活
動
が
活
発
化
す
る
な
か

平
成
19
年
7
月
の
中
越
沖
地

震
が
発
生
す
る
も
、
同
年
8

月
30
日
の
尾
瀬
国
立
公
園
誕
生

の
契
機
も
あ
っ
て
成
果
が
出
て

き
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
21
・
22
年
度
に
は
国
交

省
の
「
建
設
業
と
地
域
の
元
気
回
復
助
成

事
業
」
も
実
施
。
平
成
23
年
の
新
潟
・
福

島
豪
雨
の
風
評
被
害
対
策
や
平
成
24
年
度

も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
海
外
か
ら
の
誘
客
）

を
推
進
す
る
た
め
に
魚
沼
市
・
魚
沼
観
光

協
会
と
と
も
に
「
魚
沼
Ｊ
Ｅ
Ｄ
（
ジ
ャ
パ

ン
・
エ
ン
ド
レ
ス
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
）」

を
設
立
。「
魚
沼
か
ら
行
く
尾
瀬
」
を
魚

沼
市
と
協
力
し
て
行
う
な
ど
、
広
範
囲
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

浪
江
町
の
「
な
み
え
焼
き
そ
ば
」

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
福
島
各

地
の
産
品
の
ほ
か
、
被
災
地
支

援
を
行
っ
て
き
た
全
国
各
地
の

自
治
体
や
団
体
の
産
品
も
出
展
。

「
食
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
で

は
、
全
国
約
50
種
の
郷
土
料
理
・
ご

当
地
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、

い
わ
き
市
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ジ
キ
バ

ー
ガ
ー
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
風
と
フ
ク
ミ
ラ

イ
」
と
称
し
た
中
村
雅
俊
さ
ん
な
ど
の
ラ

イ
ブ
、
プ
リ
ン
セ
ス
天
功
さ
ん
や
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
食
べ
て
、
見

て
、
聴
い
て
と
い
っ
た
盛
り
だ
く
さ
ん
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

岐
阜
市
か
ら
取
り
寄
せ
た
野
菜
を
販
売
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

広
野
町
で
は
、
2
0
1
1
年
9
月
に
緊

急
避
難
準
備
区
域
が
解
除
さ
れ
た
が
、
帰

還
し
た
住
民
は
2
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

こ
の
二
ツ
沼
直
売
所
の
再
開
に
よ
っ
て
、

農
業
や
町
の
再
生
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

が
7
月
27
日

（土）
に
再
オ
ー

プ
ン
し
た
。

こ
の
日
、
約

２
年
４
カ
月

ぶ
り
の
再
開

と
な
る
直
売

所
の
店
頭
に

は
、
モ
ニ
タ

ツ
体
験
」
ゾ

ー
ン
、「
子
ど
も

ふ
れ
あ
い
」
ゾ
ー

ン
、「
マ
ツ
ダ
オ

ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー

再開した農産物直売所

秋の紅葉も楽しめる尾瀬定期船

「ふくしまの食」・「いわきの食」を楽しむ人たち

いわき市の「ジャンボカジキバーガー」
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官
民
挙
げ
て
の
尾
瀬
魚
沼
ル
ー
ト
開
発
を

通
じ
た
地
域
活
性
化

新
潟
県
魚う

お
ぬ
ま沼

市

農
産
物
直
売
所
、

２
年
４
カ
月
ぶ
り
に
再
開

福
島
県
広ひ

ろ

野の

町
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センター掲示板
　

Ｆ
補
助
金
は
、
原
子
力
立
地
地
域
に
お
け

る
雇
用
機
会
の
創
出
と
産
業
振
興
を
図
る
た

め
、
雇
用
の
増
加
を
生
む
企
業
に
対
し
て
、

一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
、
企
業
の
支
払
っ
た

電
気
料
金
等
に
基
づ
き
、
道
府
県
が
給
付
金

を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
道
府
県
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
交
付
事
務
・
審
査
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
25
年
度
下
期
募
集
は
、
平
成

25
年
10
月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。詳
細
は
、

募
集
時
の「
応
募
要
領
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
応
募
要
領
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
合
せ
】総
務
企
画
部 

立
地
審
査
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp/

htm
l/w
orks/yuchi/yuchi01.htm

l

ｅ
メ
ー
ル
：ritti@

d
engen.or.jp

　

電
源
地
域
の
特
産
品
の
開
発
・
改
良
お
よ

び
販
路
拡
大
を
目
的
に
、
流
通
関
係
者
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
聘
し
、
一
対
一
で
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
機
会
を
定
期

的
に
提
供
す
る
「
産
品
相
談
・
商
談
会
」
を
、

平
成
25
年
7
月
5
日
（金）
東
京
都
中
央
区（
電

源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
第
2
回（
大
阪
会
場
）を
、10
月

4
日
（金）
に
、第
3
回（
東
京
会
場
）を
、11
月

15
日
（金）
に
開
催
し
ま
す
。
現
在
、
第
3
回
の

参
加
募
集
中
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
4
回（
福
岡
会
場
）に
つ
い
て
は
、来
年

の
1
月
下
旬
〜
2
月
上
旬
で
調
整
し
て
お
り

ま
す
。
調
整
が
つ
き
次
第
、
募
集
を
行
い
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（
参
加
料
：
基
本
￥
１
０
，０
０
０

／
３
面
談
・
事
業
者　

オ
プ
シ
ョ
ン（
追
加

面
談
・
デ
ザ
イ
ン
相
談
）
￥
３
，０
０
０
／

面
談
）

■
現
地
開
催
型
「
産
品
相
談
・
商
談
会
」

　

市
町
村
や
商
工
団
体
等
の
求
め
に
応
じ
、

百
貨
店
等
の
バ
イ
ヤ
ー
を
現
地
（
地
元
）
へ

派
遣
し
、
参
加
者
の
時
間
的
・
費
用
的
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
実
施
後
も
バ
イ
ヤ

ー
と
相
談
・
商
談
が
し
や
す
い
関
係
が
継
続

す
る
現
地
開
催
型
の
産
品
相
談
・
商
談
会
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
特
産
品
を
製
造
・
販

売
す
る
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
係

わ
る
地
域
の
関
係
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会

や
、
製
造
の
こ
だ
わ
り
等
を
バ
イ
ヤ
ー
に
体

感
い
た
だ
く
た
め
の
製
造
現
場
視
察
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
随
時
開
催
型
「
産
品
相
談
・
商
談
会
」

　

市
町
村
や
各
事
業
者
等
の
求
め
に
応
じ
、

首
都
圏
ご
出
張
等
の
機
会
に
合
わ
せ
て
百
貨

店
等
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
面
談
を
随
時
設
け
、

開
発
・
改
良
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
販
路
拡
大

に
繋
が
る
商
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
参
加
料
：
￥
４
，０
０
０
／
面
談
・
事
業
者
）

＊
な
お
、
現
地
型
・
随
時
型
に
つ
き
ま
し
て

は
、
常
時
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 

振
興
業
務
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp/

htm
l/w
orks/hanbai/sanpin.htm

l

ｅ
メ
ー
ル
：hanb

ai@
d
engen.or.jp

　

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
２

年
度
か
ら
電
源
地
域
の
皆
様
を
対
象
と
し
た

研
修
事
業
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
２
万

人
の
皆
様
に
受
講
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
電
源
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

テ
ー
マ
を
設
定
す
る
な
ど
、
引
続
き
電
源
地

域
の
長
期
的
か
つ
自
立
的
な
振
興
支
援
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　

10
〜
12
月
の
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

本
研
修
事
業
を
皆
様
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
各
研
修
内
容

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 

振
興
業
務
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp

/
htm

l/w
orks/kensyu/ind

ex.htm
l

ｅ
メ
ー
ル
：jinzai@

d
engen.or.jp

　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
編
集
室
で
は
、
今

後
の
よ
り
良
い
誌
面
作
り
の
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
１
名
の
方
に
、
今
号

の
「
わ
が
ま
ち
自
慢
」
に
ご
登
場
い
た
だ
き

ま
し
た
御
前
崎
市
の
特
産
品
「
遠
州
夢
咲
牛

の
和
牛
（
Ａ
５
ラ
ン
ク
）
1
㎏
の
す
き
焼
き

セ
ッ
ト
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
方
法

　

当
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
文
末
参
照
）

の
入
力
フ
ォ
ー

ム
内
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
記
入

面談の様子

遠州夢咲牛和牛すき焼きセット（イメージ）
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平
成
25
年
度
下
期　

原
子
力
発
電

施
設
等
周
辺
地
域
企
業
立
地
支
援

事
業（
通
称
、Ｆ
補
助
金
）の
募
集

を
開
始
し
ま
す

定
期
開
催
型　

第
１
回「
産

品
相
談
・
商
談
会
」を
開
催

し
ま
し
た

研
修
の
ご
案
内

今
号
の
W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト
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第4回「電気のふるさと」フォトコンテストを実施します！

★賞および景品
● 最優秀賞：1点　旅行券3万円分
● 優　秀　賞：2点　旅行券1万5千円分
＊入選された作品は当センターのホームページ、「電気のふるさ
と～電源地域ニュース～」その他で紹介する予定です。

★募集内容
  テーマ：「ふるさとの魅力」
● 皆様の暮らしを支える大切な電気。そのふるさとを訪
れて、その地域を象徴する、四季折々の自然風景、祭事、
風物など、ふるさとの魅力が表現され、他の人に「訪れ
てみたい」と思わせる作品を募集します。

● 撮影対象（電源地域）市町村は、建設準備中・工事中・運
転中の発電所等が所在する市町村とその周辺市町村の
ことです。

＊詳細は当センターのホームページ（http://www2.dengen.or.jp/
html/area/）「電源地域とは」を参照ください。

★応募方法
● 写真と応募用紙の両方を送ってください。

　 ▼  カラーまたは白黒プリント、A4サイズとします。

　 ▼ 必ず規定の応募用紙に必要事項を記載の上ご応募ください。

　 ▼ 写真プリントは、応募用紙と必ずセットで送ってください。

● お1人様3点までの応募とします。
なお、1枚の応募用紙で応募できる
写真は1枚です。

★応募資格
日本国内に在住の方に限らせていただきます。

★受付期間
平成25年10月1日～平成26年3月31日（当日消印有効）。
必ず郵送で応募してください（メール便不可）。郵送以外
では受け付けいたしかねます。
＊注意事項他の詳細は当センターのホームページ（http://www2.
　dengen.or.jp/html/works/photocon/）をご確認ください。

★送付先・お問合せ先
〒103－0012  東京都中央区日本橋堀留町二丁目3番3号
（堀留中央ビル7階）
（一財）電源地域振興センター  電気のふるさと編集室

TEL：03－6372－7305（平日10～17時）
FAX：03－6372－7301
E-mail：furusato@dengen.or.jp

No. 分野 テ 　 ー　  マ 月　日 場　　所 申込〆切 研 　 修　  ポ　  イ　  ン　  ト

1 地域産業
地域産業活性化の方策を学ぶ
～地域資源の活用・農商工連携 等～

9月30日(月)

～

10月1日(火)

【東京研修】
電源地域振興
センター

9月12日
(木)

地域の強みである地域資源の活用や企
業・地域間の新たな連携等、地域産業の
再生に向けた行政支援のあり方を学ぶ。

2 協働多様な主体が地域を創る
～協働によるまちづくり～

10月23日(水)

～

24日(木)

【東京研修】
電源地域振興
センター

10月8日
（火）

活力ある地域づくりに向けて、地域社会
を構成する様々な主体が協働していく
ためのポイントやノウハウを学ぶ。

7 観光
地域ぐるみで進める観光まち
づくり
～地域全体でもてなす旅の形へ～

10月28日(月)
～

30日(水)

【現地研修】
長崎県
小値賀島

10月8日
（火）

魅力ある観光まちづくりを進める先進
地を訪れ、視察や関係者との意見交換等
を通してその取り組みを学ぶ。

8 海外研修
欧州におけるエネルギー政策
と新エネルギーを活用したま
ちづくりを学ぶ

11月3日(日)

～

9日(土)

【海外研修】
フランス、
スウェーデン

9月12日
（木）

新エネルギーを活用した「エネルギー・
環境共生」のまちづくりの先進地等を視
察し、欧州各国のエネルギー事情や取り
組みを学ぶ。

3 企業誘致企業誘致による地域活性化
11月14日(木)

  ～

15日(金)

【東京研修】
科学技術館

10月30日
（水）

企業誘致の推進に向けた産業動向や関
連政策、実務啓発、企業誘致事例等につ
いて学ぶ。

4 農業農業で地域を元気に
～地域農業の活性化策を学ぶ～

12月5日(木)

～

6日(金) 
※予定

【東京研修】
電源地域振興
センター

11月20日
（水）
※予定

直売所や農家レストランなどの6次産業
化による農業者の所得向上策や雇用の
確保等、農業で地域が元気になるための
各種方策を学ぶ。

各定員：20名■10～12月の研修（予定） の
う
え
、「
送
信
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

　

〆
切
は
平
成
25
年
10
月
31
日
。
当
選
の
発

表
は
発
送
（
平
成
25
年
11
月
下
旬
予
定
）
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

（
一
財
）電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

電
気
の
ふ
る
さ
と
編
集
室

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.d
engen.or.jp

/
htm
l/leaf/furusato/enq

uete.htm
l
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〒
103 -0012　東

京
都
中
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　東京電力㈱柏崎刈羽原子力発
電所が立地する新潟県刈羽村。
発電所近くの砂丘に昨年10月
「農業生産」「加工物販」「飲食」
「集客」の4つをコンセプトとし
た地域共生事業施設『ぴあパー
クとうりんぼ』がオープンしま
した。『とうりんぼ』には宿泊施
設や日本サッカー協会公認の人
工芝サッカー場があり、夜間照
明と観客席がついたフルサイズ
のピッチが2面あります。村内
にはこのほかにも総合体育館、
屋内プール、野球場、テニスコ
ート、陸上競技場などのスポー
ツ施設が充実しています。
　刈羽村は観光資源が乏しいこ
ともあり、地域資源の活用策や
観光振興策をこれまであまり検
討してきませんでしたが、『とう

りんぼ』のオープンを見据
えて村の総合計画で観光振
興を重点施策の一つに位置
付け、平成23年度からその
検討を始めました。
　そのなかで、刈羽村にお
ける観光の現状と今後の可
能性を分析・検討するため、
当センターの専門家派遣事業を
活用し、観光の専門家派遣を要
請しました。当センターは、こ
の要請を受けて流通科学大学サ
ービス産業学部の高

たかはしかず

橋一夫
お

教授
（現在は近畿大学経営学部教授）
を刈羽村に派遣しました。
　そして、高橋教授とともに村
の現状を確認したうえで、充実
したスポーツ施設や『とうりん
ぼ』の宿泊交流施設の利用促進
を図るためにも、スポーツイベ

ントの開催や合宿の誘致などを
通じて地域経済・社会の活性化
やコミュニティの再生を図るこ
とを目的とした組織「スポーツ
コミッション」を設立すること
を提言しました。
　昨年度は調査事業を受託し、
研究会やワークショップを開催
するなかで、高橋教授とともに
スポーツコミッション機能の担
い手機関の選定、事業計画の策
定、設立に向けた課題の抽出等
を実施しました。
　今年度も引き続き調査事業を
受託し、来年4月のスポーツコ
ミッションの設立に向けて、対
応マニュアルの作成や地域の食
材を活用したスポーツ合宿向け
食事メニューの開発、人材育成
などを支援しています。

とうりんぼ 全景

総合体育館内でのイベント

源土運動広場野球場 サッカー場での試合光景

【表紙写真】佐賀インターナショナルバルーンフェスタ
開催日程：平成25年10月31日（木）～11月4日（月・振替）　会場：佐賀市嘉瀬川河川敷

地域のスポーツ施設を活用した
スポーツコミッション機能の設立支援
新潟県刈

かり

羽
わ

村

Vol.33.indd   16 2013/09/18   16:53:56


